
氏名 木　田　隆　文

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・言語・文学（六）〔通年〕
・国文学講読（八）　〔通年〕
・演習Ⅰ（八）　〔通年〕
・演習Ⅱ（七）　〔通年〕
・卒業論文　〔集中〕
・映像文化論　〔前期〕
・現代芸術論　〔後期〕
・現代文化論Ⅱ〔後期〕

・教務委員会委員　・博物館実習検討委員会委員　・教職課程専門部会委員
・ＦＤ委員会委員　・ネットワーク委員会委員　・カリキュラム改革委員会委員
・近代文学研究会顧問

大学院博士後期課
程担当科目

通信教育部担当科
目

龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程日本語日本文学専攻　修了

博士（文学）

最終学歴

所属学会

・国文学科学生とともに文学散歩や課外活動に参加した。
・近代文学研究会顧問として研究発表や論文指導を行った。
・教員を目指す国文学科学生のために教職懇談会を実施した。
・海外からの研究生の受け入れを行った。

・国文学研究資料館　国文学文献資料調査員
・『昭和文学研究』（昭和文学会）編集委員
・阪南市読書友の会（阪南市図書館）等で講演を担当

日本近代文学

　【研究上の特記事項】

専門分野

学部担当科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、昭和文学会、日本文学協会、仏教文学会

武田泰淳を中心とする昭和期の文学／戦時下中支地域における日本文学と文化

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・近代文学論演習Ⅱ
・研究演習（七）

授業科目

・文部科学省科学研究費（基盤Ｃ）「汪兆銘政権勢力下における日本語文学状況の基
礎的・発展的研究」研究代表者。
・奈良大学研究助成「奈良大学図書館「北村文庫」蔵「大和日報」文芸欄の調査と
データベース化」に参加。
・企画展「好奇の人・北村信昭の世界『奈良いまは昔』展」を学内教員と共催。
・『アジア遊学　戦時上海グレーゾーン』（勉誠出版）を編集（共編）、刊行。
・海外調査（パラオ・上海）を実施。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）



共編

単著

単著

単著

単独

共著

研究業績[著書、学術論文等]

①『戦時上海グレーゾーン
溶融する抵抗と協力』（ア
ジア遊学205）

2017年2月 勉誠出版

『戦時上海のメディ
ア―文化的ポリティ
クスの視座から』
（研文出版）

2016年10月

戦時上海の政治・社会・文芸・メ
ディア等の状況を、〈グレーゾー
ン〉という観点から再検討した論文
を収める。

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

（学会発表）

日本統治下の上海で活動した国際的
漫画家団体の活動を追いつつ、日本
の文化的プレゼンスの在り方を検討
した。（339-356頁）

2017年2月

①企画展「好奇の人・北村
信昭の世界　『奈良いまは
昔』展」パンフレット

（その他）

②

（学術論文）

②「中日文化協会上海分会
と戦時上海の翻訳事業―武
田泰淳『上海の螢』を手掛
かりとして」

①「上海漫画家クラブとそ
の周辺―「大陸新報」掲載
記事を手掛かりに

（著書）

中日文化協会上海分会の活動実態を
翻訳の側面から検討し、あわせて国
策文化団体と理解されがちであった
同団体に対する評価の読み替えも
図った。（152-166頁）

『戦時上海グレー
ゾーン 溶融する抵
抗と協力』（アジア
遊学205）

②

③

概　　　　　　　要

2016年5月

②

③

③

2016年7月 奈良大学博物館
企画展示のパンフレット。平成26年
度奈良大学研究助成の研究成果報告
を兼ねる。

ワークショップ「戦
時・上海・グレー
ゾーン―抵抗と協力
のはざまで」（於・
慶応大学）

中日文化協会上海分会の活動実態を
翻訳の側面から検討し、あわせて国
策文化団体と理解されがちであった
同団体に対する評価の読み替えも
図った。

③「武田泰淳「神鷲」の後
景―日本統治下上海の文学
懸賞

2017年2月
『国文学論叢』第62
輯（龍谷大学国文学
会）

武田泰淳の新資料「神鷲」の発見報
告。翻刻に加え、作品掲載媒体の出
版背景を検討した。（321-332頁）

①「文化ポータルとしての
中日文化協会―武田泰淳の
活動を例に―」


